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               審   査   の   要   旨 
 
 本論文は、進化発生学的に古くから注目されてきた海産無脊椎動物幼生の頂毛に関して、機械受容と
行動を司る構造であることを比較プロテオミクス、免疫学的手法、生理学的解析等、さまざまな研究手
法を用いて示した点で極めて重要である。特に、レドックス制御に関わるGSTTが頂毛特異的なタンパク
質として含まれ、繊毛運動の制御に関わること、プロテオミクスにより頂毛と遊泳繊毛の共通点と相違
点を明らかにしたこと、幼生のプランクトン生活に関わる運動生理と頂毛の関連を明らかにしたことは、
学術上極めて重要な研究成果であり、優れた学位論文であると判断する。 
 平成２５年１０月１７日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
